


 　 今年度の対象地は、県史跡指定範囲の南側で、平成12年度調査地

の西側にあたります。今回の調査では、平成12年度に見つかった石列・

堀・登城道の延長部分を検出し、また西端で土坑を確認しました。石列・

堀・登城道は過去に示されている絵図等に近い位置で確認されました。

●登城道（ 道路状遺構）について

位置・規模　 上述した石列と堀の間の、幅2.5～3.5ｍの範囲

を、表面の粘土・砂層の堆積状況から、登城道（ 道路状遺構）

と考えています。

図２ 右絵図の「 登城道」にあたる部分です。全長約23ｍ、平成

12年度の検出分を合わせると、約43ｍ以上を測ります。表面

に堆積する粘土・砂層は、道路として使用する過程で生じた凹

凸を粘土で補修した結果だと考えられます。

出土遺物と年代　 登城道（ 道路状遺構）については遺物は出

土していませんが、堀と同じく江戸時代には存在していたもの

と考えられます。後述するとおり遺構の切合い関係から、石列

と同時期頃に整備・補修されていた可能性が考えられます。

●石列について

位置・規模　 調査区の南側から東側にかけて、約23ｍにわた

り検出しました。平成12年度に東側で見つかった部分と合わ

せると全長約43ｍ以上におよびます。主軸は北に対して約60
度東へ振っています。石列を構成する石は、砂岩やチャート な

どの径30～50㎝超の川原石が多く、いずれも安曇川流域で

採取できる石材です。

出土遺物と年代　 石列については、前述した道路状遺構の表

面に堆積する粘土・砂層が、石列を構成する石を一部覆うこと

から、少なくとも道路状遺構と同時期に存在していたと考えら

れます。また、石垣を構築する際に施される「 裏込め」が、一部

で確認できることから、本来は石垣だった可能性もあります。

●土坑について

位置・規模　「 土坑」というのは、人為的に掘りくぼ

められた穴のことを指します。穴の目的・性格が分か

りにくい場合に用いられることが多い呼称です。

　 今回の調査でも、調査区の西側にあたり 、一段高

くなった部分で検出されました。長軸1.3ｍ、短軸0.8
ｍ、深さは約0.3ｍをはかります。埋土中にかわらけ

（ 土師器皿）が多数包含されていました。多くのかわ

らけが破片となり正位置を留めておらず、また見つ

かった深さもバラバラでした。

出土遺物と年代　 見つかったかわらけは、大半が

15世紀後半頃のものです。比較的短期間のある時

期に、まとまって埋まったものと考えられます。いわ

ゆる「 ゴミ 穴」のよう な目的で使われた穴でしょう か。

図２ 　 今回の調査成果（ 左）と朽木陣屋跡推定復元図（ 右）　 　
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●堀について

位置・規模　 調査区の南東側で、幅約５ ｍ以

上、全長約16ｍにわたり検出しました。深さ

は、最も深い箇所で約1mを測ります。堆積土

層を観察した結果、確実な年代は不明ですが、

この堀が最終的には人為的に埋め戻されてい

ることも確認しました。

出土遺物と年代　 堀の埋土から出土した遺物

の大半は小片で、堀が使用されていた江戸時

代の遺物は今回確認されませんでした。概ね

15世紀後半頃の土師器や陶器、青磁などが見

つかっています。今回の調査結果と平成12年
度調査成果から、堀の埋土中からは15世紀後

半～18世紀頃（ 室町時代～江戸時代）までの

土器が出土していることになります。
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